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平成１７年５月２３日 

 

関 係 各 位 

高 千 穂 交 易 株 式 会 社 

代表取締役社長   山 村 秀 彦 

（コード番号 ２６７６ 東証第１部） 

問い合わせ先 

常務取締役経営システム本部長 
兼経営戦略室長   赤 堀 寛 人 

電話 ０３－３３５５－１１１１ 

 

「中期経営計画 2005」のお知らせ 

～ 高千穂交易の“ビジネスセキュリティ” ～ 

 

高千穂交易は、中期的展望にもとづき、事業戦略の迅速な推進と強固な財務体質を築き、強い競争力

のあるハイ・パフォーマンス経営を実践推進し、企業価値増大を図るため、2005 年度を初年度とする「中

期経営計画 2005」（2005 年 4 月から 2008 年 3 月まで）を策定いたしましたので、下記のとおり概要を

お知らせいたします。 

今回、「中期経営計画 2004」を事業環境の変化に対処すべくローリング策定したものです。 

 

記 

 

Ⅰ．事業戦略 ･･･ 「高千穂交易のビジネスセキュリティ」 

「安全・安心・快適」に対する社会のニーズの高まりを受けて、「高千穂交易のビジネスセキュ

リティ」を中期ビジネスコンセプトとして、先進的で独自性の高いソリューションを開拓・開発

してご提供することで、事業分野の拡大を図り、収益性と成長性のある強い事業構造を目指して

まいります。 

１．システム機器事業：“情報＆フィジカルセキュリティ”で企業の「安全・安心・快適」を実現 

当社グループは、システム機器セグメントの事業拡大、強化を事業戦略のコアに位置付けてお

ります。 

成長著しいセキュリティ分野では、犯罪事情の悪化から深刻化する小売業界のロス対策として、

標準的なセキュリティシステムになりつつあるＥＡＳ（商品監視システム）の販売を強化し、

市場の更なる拡大を図ってまいります。また、新たに開発した「SmartＥＡＳ」（ストアマネー

ジメントの ASP＜アプリケーションサービスプロバイダー＞サービス）、更には RFID や無線 LAN

を活用することでソリューションの領域を拡大し、セキュリティの強化に加え店舗運営の効率

化にも取り組んでまいります。企業の情報保護対策としては、オフィスでの不正な入退室を防

ぐファシリティセキュリティや資産の不正持ち出しを防止するアセットセキュリティ、情報の

漏えいを防ぐデータセキュリティなどに関連するソリューションメニューを強化・拡販してま

いります。 
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ネットワーク分野では、SSL-VPN（インターネット上の暗号方式を活用した安全性の高い仮想

専用ネットワークを提供する機能）製品をリモートアクセス市場で拡販を図るとともに、マル

チホーミング（インターネット回線を使い冗長性を保つための機能）市場を新たな重点市場と

して当社独自のマルチホーミングに適応した製品により、新たな需要を創出することで新市場

を開拓し、事業の拡大を図ってまいります。 

２．デバイス事業:「安全･安心・快適」をコンセプトにお客様製品の高付加価値化を実現 

当社グループは、半導体・電子部品及び精密機構部品等において、国内有力顧客を中心とし

た国内及びアジアなどへの販売チャンネル拡大に注力しております。また、商材調達において

は、アジア地域を含めたグローバルな視点で商材の発掘に努め、日本市場に無い新たな商材で

事業展開を図ってまいります。 

半導体分野では、デジタルアプライアンス（情報家電など）及びインダストリーインフラ（計

測機器・産業機器・医療機・基地局・放送機器など）を重点市場と位置づけ、「アナログＩＣ＆

センサー」をコンセプトに、当社の強みである豊富なアナログ製品群と音や光、映像、圧力と

いった、さまざまなセンサーに関連する半導体や電子部品をお客様にご提供することで、人と

ユビキタスを繋ぐ、より快適な“ヒューマン・インターフェイス”実現を目指してまいります。 

産機分野では、安全で快適な“モノの動き”を追究し、社会のより良い暮らしを実現する「ム

ーブメントソリューション」をコンセプトに、産業・医療・教育や住設など、さまざまな業界

に対し、付加価値の高い機構部品やシステムをお客様にご提供することで、安全性・利便性の

向上を図ってまいります。 

 

Ⅱ．経営構造改革 ･･･ 「ハイ・パフォーマンス経営」の推進 

当社グループは、お客様満足度を高め、生産性・効率性を追求しておりますが、引き続き、ＩＴ

（情報技術）の高度活用を図り、スピード経営によるローコスト運営への改革と、財務のスリム

化による経営資源の効率的運用を目指した「バランスシートスリム化計画」を推進してまいりま

す。 

 

Ⅲ．ＣＳＲ経営の推進 

当社グループは、あらゆるステークホルダー（利害関係者）に対して、責任ある誠実な事業活

動を継続的に推進し、経営の健全性及び透明性と社会的信頼性の向上に努め、企業価値を高める

ためＣＳＲ（企業の社会的責任）経営を進めてまいります。 

 

Ⅳ．中期数値目標＜目標とする経営指標（2008 年 3 月期：連結）＞ 

経 営 指 標 2008 年 3 月期 

売 上 高 経 常 利 益 率 ７ ％以上 

株 主 資 本 純 利 益 率（ROE） ８ ％以上 

 

なお、詳細は、別紙．「中期経営計画 2005」～高千穂交易の“ビジネスセキュリティ”～をご覧く

ださい。 

以 上 



TKグループの企業姿勢

企業経営の中期的方向性

システムセグメントの中期展望と事業戦略

デバイスセグメントの中期展望と事業戦略

ハイ・パフォーマンス経営の推進

カンパニーコンセプト

ビジネスコンセプト

中期事業戦略

経営構造改革

TKグループの「CSR憲章」

概　　要
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